




























































































































経正は幼い頃から仁和寺の守覚法親王（史実は覚性法親王）に伺候していた。都落ちに際し、昔のよしみが忘れられず、仁和寺を訪れた。経正は鎧直垂姿であったが、守覚 は招き入れる。経正は青山の琵琶を、手放 たくはなかったが、このような名物を海底に沈めるの 惜しいので、返却に参上した。
B　
青山の由来
昔、藤原貞敏が唐に渡って、琵琶の博士・簾承武に会い 秘曲三曲を伝えられた。そのときに、 緑の梢から天人が天下り、巧みに袖を翻し 舞を舞った。廉承武はこの奇瑞に驚き 琵琶を青山と名付けた。
C　
村上天皇の奇瑞









































































この対照表から、 『古事談』と『十訓抄』は、近い関係にあることが確認できる。特に、 「琵琶を弾く人物」と、 「授










そして、藤原貞敏の琵琶の師匠が、劉次郎と廉承武と二系統に伝承が別れていることに着目されている。さらに これらの説話を整理され、 『平家物語』と『古事談』の近似性を指摘したうえで、 などの他の説話との関係を、慎重に再検討する必要を訴えている。






















この三つのタイプを検証して『宝物集』と延慶本の親密な関係を論じてきたのであるが、両者の関係の深さをはかるも は一見すると第一のタイプにあるように思われるけれども、実際は第一よりも第二 第二よりも第三のタイプの方が親密度が高いとみるべきことなのである。延慶本が『宝物集』から三つのタイプの影響を受けているということは、他 いかなる典拠よりも『宝物集』からの影響が大きいものであっ ということを物語るものだと思う。極端な言い方をすると、 『宝物集』が存在しなかったら延慶本の卒塔婆流し、ある は建礼門院の六道巡りの告白、さらには大原での草庵生活 描写などは書かれなかったかもしれないという重大な推測を生むのである。














































（五） で確認した、 「延慶本」 の引用方法を踏まえながら、 改めて、 「延慶本」 と 『古事談』 の関係について考察したい。 （四）でもふれたとおり、先行研究においても、 『古事談』二十一話と、 「延慶本」青山の琵琶説話の近似性が指摘されていた。本稿においては、 『古事談』二十一話だけでなく、その先後 説話にも着目し、 「延慶本」との関係を考察したい。『古事談』 巻六・一八話から二四話までの本文を掲げる
）11
（
。下線部以下には、 『古事談』 と関連する可能性がある 「延慶本」










































































































































































































































































































































































































塔婆流」の成立―― 作者が に依って創作した ―
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